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 6 月 18 日、21 日と 2 日間にわたり 1 学期期末テストが 

実施されました。定期テストは、1 年間に 4 回実施されます 

が、1 学期は今回のテストで知識や技能の理解状況や思考す 

力や判断する力、表現する力などがどの程度身についている 

判断されます。学期末に配布される通知票には、教科毎に評 

定（５～１）が付けられますが、今回の定期テストの結果も 

判断材料として活用されます。しかし、評定は、普段の授業の中での理解や取組の中での成果についても総合的

に判断されますので、一概に定期テストの結果だけで評価されるものではありません。 

今年度から文部科学省から示されている学習指導要領が新しくなり、評価の観点がどの教科も次の 3 つになり

ます。 

○ 知識・理解………………………他の学習や生活の場面でも活用できる程度の概念の理解や技術の習得 

○ 思考・判断・表現………………課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力の定着 

○ 主体的に学習に取り組む態度…自らの学習状況を把握し、学習の進め方を自ら調整して粘り強く学ぶ姿勢 

              （継続的な行動や発言の回数、丁寧なノート作成や提出物での評価ではない） 

特に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、自らの学習を調整しようとする側面と、粘り強く

取り組もうとする側面での評価になりますので、今回のテストでもこの姿勢を出す必要があります。テストを反

省し、今後の学習への取り組み方や家庭学習での取り組み方について修正をし、理解不足の内容を確実に定着さ

せるために粘り強く工夫しながら復習することが大切になります。 

1 年生にとって初めての定期テストでしたが、テスト勉強への取り組み方をもう一度見直し、周りの人からの

アドバイスを素直に受け止めて、中学生としてふさわしい学習方法を身に付けてほしいと思います。3 年生は、

受験対策に時間を多く費やしていくようになりますので、テストの度に自己の理解度の確認と確実な定着に向け

ての粘り強い取り組みにしてほしいと思います。 

 

 

6 月 23 日に NHK 交響楽団メンバーの弦楽トリオ（Violin,Viola,Cello） 

によるコンパクトなｸﾗｯｼｯｸｺﾝｻｰﾄが体育館で開催されました。コロナ禍で本 

物の音楽に触れる機会がなかなかない中、超一級の演奏をプレゼントして 

頂きました。演奏は簡易版ではなく磨き抜かれた腕と技術で最高の演奏を 

聴くことができ、「ひとときの癒し」を感じながら至福のひと時でした。 

 

 

工事期間：6 月 25(金)日～30 日(水) 

校時時間：8 時 30 分～17 時 ※ 日中は車両通行止めになりますが、生徒の登下校はできるとのことです。 

【3 年生の受験の様子】 

【N 響ﾒﾝﾊﾞｰによる演奏】 

【2 年生の受験の様子】 

【1 年生の受験の様子】 


